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・解析、考察 
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協調型水分解システム（2 光子システム）の構築 

（１）目的 

2 光子システムとして Z-スキームによる水の完全分解が報告されている。例えば、

Pt/SrTiO3(Cr,Ta 共ドープ)と Pt/WO3 が IO3-/I-
レドックス媒体を介することで完全水分解を達成し

ている。ここでは、この Z-スキームに注目し、一つの母構造においてバンド構造制御を行い可視光

応答化させ、伝導帯を制御した材料を酸素発生光触媒として、価電子帯を制御した材料を水素発

生光触媒として用い Z-スキームを構築することで水の完全水分解を目指す。これが達成できれば

TiO2 を材料として使用でき、元素戦略上有望であると思われる。ここでは、この戦略で可視光によ

る水の完全分解が可能か、バンドギャップエネルギーが同じで、かつそのバンド構造が TiO2 と類

似しており、かつ A サイト、B サイト置換が容易であることから SrTiO3 を選択し検討を行った。なお、

前年度はこの戦略により紫外光を含む光照射により水の完全分解を達成した
2)
。 
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（２）実験と結果 

Sr(Ti,Rh)O3 と(Sr,Na)(Ti,V)O3 を固相法

にて作製し、光析出法を用いてそれぞれ Ru

を担持した。詳細は示さないが、Sr(Ti,Rh)O3

では Rh 4d 軌道が価電子帯を形成する O 2p

軌道と一部混成し、(Sr,Na)(Ti,V)O3 では V 

3d 軌道による孤立準位が伝導帯下方に形成

したと結論付けた。 

作製した光触媒の水分解活性を IO3-/I-
レ

ドックス媒体存在のもと評価した。300W の Xe

ランプに Y-44 光学フィルターを用いて波長

420 nm 以上の可視光を照射し、発生した水

素および酸素はガスクロマトグラフィーにより

定量した。その結果を図 1 に示す。水素と酸素が 2:1 の割合で発生しすることが確認できた。また、

この繰り返し特性も良好であることを確認した。 

また同様の方法で TiO2 母構造の系でも可視光で水素と酸素が発生することを確認できた。 

 

（３）結論と今後の課題 

同一母構造において、適切にそのバンド構造を制御することにより可視光によって水が完全分

解できることが確認できた。今後は SrTiO3母構造系、TiO2 母構造系共に活性向上の検討を進め

ていく。 

 

図 1. 可視光（> 420 nm）照射 IO
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